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サ ブ カ リ キ ュ ラ ム を 利 用 し た 世 界 史 授 業 の 開 発
－イスラームから見た世界史－
Planning ａ World History Class with “Sub Curriculum ”:


















例 え ば，図 凵 ま，主 な 文明 史家 によ る扱 い を
Melko1' がまとめたものであるが，多かれ少なか







































































































































































































































































































































第 ２期・ １ ２～ １ ７Ｃ
中央 ア ジア，東南 ア ジア，
イ ンド ，中 国 ，ロ シア ，
バ ルカ ン，








ヨ ーロ ッパを 中核 とす る近
代世界 シス テムが形成さ れ，
イ ス ラーム は政治的 影 響力
イ ス ラ ームが 世界 大 に広 が ｉ　を急速 に失 ってい く。 反面 ，
り，商業 ネット ワークを通 じて ｌ 植民 地支 配や 大国 に対 して
影響 力 を行 使 す る。 地中 海 か １　の従 属的 立場 か らの脱 却を
らイ ンド，中国 に至 る部分 が世 ｜　目指 して ，イ スラ ー ム復 興














































































































































































歴史事 項 ヨ ーロ ッパ側 の見方 イ スラームか らの見方
トゥール ●
ポ ワ テ ィ
ェ の戦い
イスラ ームの拡大を 防い
だ フラ ンク王 国 が，そ の





た めに，不毛 のピレ ネー
以 北に進行を繰り返した。
十字 軍 聖地 奪回と東方交易 を求
めて, 勃興しつつあるヨー
ロ ッパ勢力 が，イ スラ ー
ムに対して反攻 に出た。
イスラーム内部の政争 と，
世界 システ ムにお ける中
核部 の衰 退に伴 って ，辺
境にあるヨ ーロ ッパ勢力
が侵攻して きた。
大 航 海 時
代
イ ンド航路を 発見 し，世
界貿易を 形成す るきっか
け となった。




レ パ ン ト
の海戦







ア フ ガ ー
ニ ー や ム
ハンマド・
ア ブ ド ウ
フ の イ ス
ラ ー ム 改
革運動
工業化 と近代国家建 設を




















































小 単元　帝国 の拡大 と唐 との戦争 （２時間）
小単元 の目 標　ウマ イヤ朝 による アラブ帝 国 の支配 は，古 代以 来 の経済重 心（先進地帯） を包含 するよう に広 がり，その文化を受 け継
いだ ことを 理解さ せる。 また， 東 の中心であ る唐 との衝突を通 じて ，ユーラ シア大陸を東 西につなぐ ヘゲモニ ー領域が 存
在し，その周辺 領域に文化的影響を与えて いたことを理解させる。
単元構成　１時限目・・・ ウマイヤ朝 のイベリア半島支配 とト ゥール・ ポワティエの戦い
２時間目・・・ 中央 アジアへの拡大と ダラス河畔 の戦 い
「ウマイヤ朝 のイ ベリア半 島支 配とトゥ ール・ ポワテ ィエの戦 い」
今時 の目 標　　 ウマイア朝の支配 は寄生 的な もので あり，領域内 の政治 構造や宗教 などを概 ね温 存したまま，上か ら支配した もので あ
るこ とを理解 させると同時に，ト ゥール・ポワティエ の戦い の性格を明 らかにすることを通じて，ウマイヤ戦士に とって，
ピレ ネ ー以 北 の土 地は不毛 の後 進地域であ って，危険な戦 いの代償を支払 ってまで，獲得 する意味のな いものであ ったこ
とを考えさ せる。
発問 ・指 示 教 授・ 学習 活 動 獲 得 さ せた い内 容
導
入
・ ヨ ーロ ッパ の 地 理 的範 囲 は ど こか らど こ ま
で か。
・ ス ペイ ン， ポル ト ガ ル は昔 か ら 日 本 と交 流
が あ るが，こ の絵を 見 て，ポル トガ ル人 が 着
て い る衣服 の 特徴 は何か。
・ な ぜ ポル ト ガ ル人 が ア ラ ビ ア の服 を 着 て い
る のだ ろ う。
Ｔ：地 図 提示
Ｓ： 答え る






地 中海 ～ 北欧 ～ 東 欧 など多 様 な風土 が あ る。 特 に 地
中 海沿 岸 は，古 代か ら文 明 の中 心地 で あ っ た。
上着 はじゅばんと言い, その語源 はア ラビア語 のジュッ
ハ で あ る こと。 ま た，足 首 で 締 ま って い る ズ ボ ンは
シル ワ ール と言 い，共 に ア ラビ ア服で あ る。
ポル トガ ル人 を は じ め，ヨ ーロ ッパ 人 は ア ラ ビア や
イ ス ラ ーム の文化 的 影響 を 色濃 く受 けて いる。
展
開
・ イ ベ リ ア半 島 は イ ス ラ ー ム に よ って 支 配 さ
れ て い た が、 ア ラ ビ ア半 島 か ら イ ベ リア 半
島 ま で ，ど の よ う に や って き た の だ ろ う。
白地 図 に図 示 して みよ う。
・ 当 時 の現 地 人 と イ ス ラ ー ム 戦士 と の戦 闘 は
ど の よう な ものだ っただ ろ う。









地 中 海を 回 って ，南 と北 の ル ート が あ る。 ま た，地
中 海を 船 で来 る こ とがで きる。
ウマ イ ヤ朝 と 対立 して い た ビ ザ ン ツ帝 国 と の戦 闘，
数 度 に わた る コ ンス タ ンテ ィ ノ ープ ル攻 撃 の失 敗 を
説 明 し，北 ア フ リカ か ら ジブ ラル タル 海 峡を 越 え て
進 入 して き たこ とが 分 か る。
ウマ イ ヤ朝 の マ グ リブ 総 督，ム ー サ ー・ イ ブ ン・ ヌ
サイ ル と，指揮 官 タ ー リ ク・ イブ ン・ ズ ィ ヤ ードが ，
7n ～714 年 に か けて 西 コ ー ト王 国 を 滅 ぼし ，征 服 し
た。
キ リス ト教 徒 は西 コ ート 法を 適 用 さ れ，条約 （ スル
フ）を 結 ぶ代 わ り に，半 ば自 治を 許 され た。
イス ラ ー ムの支 配 は，寄生 的 な もので あ り，貢 納 の代 わり に自治 や宗 教 の 自由 が保 障 さ れて い た。
・ な ぜ イ ス ラ ー ム 支配 は， ヨ ーロ ッパ 全 域 に
拡 大 しな か った のだ ろ う。
・ ト ゥ ー ル ・ ポ ワ テ ィ エ の 戦 い は， キ リ ス ト
教 世 界を 守 る た めの戦 い だ っ た のだろ うか。
Ｔ： 発問





ヨ ーロ ッパ人 の抵 抗 や宗 教上 の対 立 な どが予 想 さ れ
るが ，イ ス ラ ーム 支配 の寄 生 的 性 格か ら，ピ レ ネ ー
以 北 は不毛 な 土 地 柄で ，魅 力 の 乏 しい 場 所で あ った
こと を選 ば せ る。
戦 い の原因 は，アキ テ ー ヌ伯 ュ ード とカ ール ・ マル
テル との勢力 争 いと，イ スラ ーム有力者 （バ ラデ ィ ー
ュ ー ン） 内 の 不満 を 和 ら げる た め に総督 ア ル ・ガ ー
フ ィキ ーが企 て た 略奪 行 に あ っ た。 イ ス ラ ー ム は，
イベ リア半 島 支配 を 確実 な もの とす る た めに 進入 し
た のであ り，領 土的 野 心 は薄 か った。
ピレ ネ ー以 北 の地 は，ウ マイ ヤ戦 士 にと って は深 い森 と寒 冷 な気 候 の 地で あり ，寄生 的支 配 を す




・ ウ マ イ ヤ朝 に と って の 地 中 海 は ど う い う意
味 を持 ってい たの だろ うか。
Ｔ：発問
Ｓ：答 え る
古 代か ら の文 化を 蓄え た豊 かな地 域で あり，ダル ア ー
ル・ イ ス ラ ーム （ イス ラ ー ムの世 界） の中 心 の一 つ
であ る。
地 中 海 は ， イ ス ラ ー ム と ビ ザ ン ツ の 海 で あ り ， 古 代 か ら の 文 化 的 蓄 積 の 地 で あ る 。
（参考文献・資料）
・南蛮屏風（神戸市立博物館臓）
・『イスラーム治下のヨーロッパ』デュフルク（芝 修身, 紘子 訳）藤原書店, 1997年
・『アラブとしてのスペイン』余部 福三, 第三書館, 1992年
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授業 案 ２
小 単元　三 つ のイ スラーム帝国 （３時間）
小単元 の目標　イ スラームが始 まったアラビアではなく，ト ルコ，イ ラン，インドといったフロ ンティア地域 で発 展したイス ラーム帝国
の独自性 について考えさ せ，これ らが競合しなが らイスラームの黄金時代を形作 ったことを把 握さ せる。
単元 構成　１時限目 ‥ ・ト ルコのイスラーム帝 国
２時間目 ‥ ・ イランのイスラーム帝 国
３時間目 ‥ ・ インド のイスラーム帝国
「ト ルコのイスラ ーム帝国」
今 時の目標　　 イ スラーム世界 のフロ ンティ アに登場 したオスマ ン帝国が, 小 ア ジア，バルカ ン半島, 地中 海沿岸へと進出し たが，その
結果 ，オスマン朝はイ ンド，中国 などとの東方貿易 によって栄え，富を 独占したこ とを理解さ せる。 また，従属的 な地位に
あったヨ ーロ ッパが，そこから抜け出す ため，インド航路を開拓し，イスラ･－ムの海上支配の拠点を寸断 して いく方 針を打
ち出さざるをえなくなっ た点 にまで着 目させる。
発 問・ 指示 教 授 ・学 習 活動 獲得 さ せ たい内 容
導
入
・ フ ラ ン スパ ンの クロ ワ ッ サ ン は どん な形 を
し て いる か。
・ こ れ は， ２次 に わた る オ スマ ン朝 の ウ ィ ー
ン包囲 が失 敗 した後 に，ヨ ーロ ッパ人 が祝 っ
て 焼 い た も のが 原 型 だ が ，彼 ら はト ル コ に
対 して ど のよ うな 感 情を 抱い て い たか。
・ オ スマ ン朝 が三 日月 の軍 旗 を 正 式 に採 用 し









三 日月 型 であ る。
三 日月 はイ ス ラー ムの象 徴 と されて い る。
ト ル コや イ ス ラ ー ムに対 して 大 変 大 きな 脅威 を 感 じ
て い た。
ヨ ーロ ッパ が 優勢 にな っ た時 代 に ，対 抗上 イ スラ ー
ムの象 徴を 利 用 した こ とを予 想 さ せ る。
展
開
・ オ スマ ン朝 が 支配 し た領 域 を 見 て み よ う。
こ こか ら どん なこ とが 分 か るだろ う か。
・ 第 １回 ウ ィ ー ン包 囲 の結 果 ，ヨ ーロ ッ パ は
ど う変 わ ったか 。
・ ド イ ツ で は 宗 教 改 革 が 起 こ っ て い た が ，ど
うな っ たか。
・ ト ル コ と フ ラ ン ス の関 係 はど の よ う な も の
だっ たか。
・ な ぜ オ ス マ ン朝 は ，ウ ィ ー ンを 包 囲 し た の
か。












地 中 海沿 岸 か ら中央 ア ジ ア，ア ラ ビア 半 島 など ，イ
スラ ーム世 界 の枢 要 部を 占 め た。
ハプ スプ ル グ帝 国 を は さ んで ，オス マ ン朝 と フ ラ ン
ス が同 盟 関 係 にあ り ，ハプ ス プル グ帝 国 は窮 地 に立
たさ れ てい た。
プ ロ テ スタ ント 勢力 が勢 いづ き，ハプ ス プル グ皇 帝
か ら譲歩 を 引 き出 して い た。
匚キ ヤピチュレーショ ン｣は 強者 か ら弱者 に与 え られ た
特権 であ り，オス マ ン朝 の圧 倒的 な優 位下 にあ った。
地 中 海貿 易 の一 方 の拠点 で あ る北 イ タ リ ア諸 都市 を
制圧 す る目 的が あ っ た。
オ ス マ ン朝 は，東 方 貿 易 を 独 占 し て お り ， ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 は そ の圧 倒 的 な 影 響 下 に あ っ た。
・他 の イ ス ラ ー ム諸 国 と の 関 係 は ど う だ っ た
か。
・ プ レ ヴェ ザの 海 戦 や レ パ ン ト の海 戦 はな ぜ
お こ った のか。
・1538 年 ，ス レ イ マ ーン は 大 艦 隊 を イ ンド に









サフ ァビ ー朝 と1555 年 に ア マ フ ィア 条 約を 結 び ，内
陸 貿 易 と ペル シャ 湾，イ ンド 貿易 を オ スマ ン朝 が 確
保 し た。
地 中 海貿 易 を めぐ る 争 い であ り ，これ によ っ て，八
プ ス プ ル グ帝 国 が東 方 貿 易 に参 加 す る ことを ね らっ
た。
グ ジャ ラ ート のデ ィ ウ に軍事 拠 点 を 置 く ポルト ガ ル
を 攻撃 す る ためで あ る。
ポル ト ガ ル は，イ ンド 航 路を 開拓 し ，東 方 貿 易 に 横
か ら参 入 しよ う と企 てて い た。
スペ イ ンや ポ ルト ガ ル は，オス マ ン朝 の貿 易 独 占 に対 し て新 航 路 開拓 と軍事 拠点 の建 設 と いう 方




・ 近 代 に入 って ，ヨ ー ロ ッ パ 列 強 が オ ス マ ン
領 に 大 き な 関 心 を 示 し ，そ れが 東 方 問 題 へ
と発 展 して い った の はな ぜか。
Ｔ：発 問
Ｓ：答 え る
そ の位 置 が, 貿 易 ル ート の要 衝 を 押 さえ て い たか ら
であ る。
ヨ ーロ ッ パ はト ル コ や イ スラ ーム に対 し て，長 い 間 劣等 感 を 感 じて い た が，近 代以 後 のト ル コ の


































D Melko, Matthew, The Nature of Civilizations,
Boston, Porter Sargent, 1969.
2）以下を参照されたい。（1）小杉泰『イスラーム



































広がるイスラー ム』悠思社, 1995年, pp.4-6
5）以下を参照されたい。(l)Bosworth, Andrew,
World Cities and World Economic Cycles ;
Ｃ加汲ｚαtions and World Systems, California,











皿ｄ World Systems, p.203･
8）対立する概念を提示することにより，歴史理
論の批判的学習が可能となる。
